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第 1節 はじめに
























開始されたのは､ 2000 年 9 月の角川書店､
講談社､ 光文社､ 集英社､ 新潮社､ 中央公論
社､ 徳間書店､ 文藝春秋の 8社による電子文
庫パブリの開設時の頃からであるとみられ
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んで利用することになる｡
ソニーも､ 専用のブック型端末の LIBRI
























アップル社の iPad は､ 日本では 2010 年
に発売されているが､ その主たる電子書籍の
配信サイトは､ App Store 等である｡ 2011




















































































Store で利用されている AZW､ IDPF (In-
ternational Digital Publishing Forum) の
EPUB､ ボイジャー社の .book (ドットブッ




みると､ 例えば､ .book が T-Time､ AZW





















まず､ パソコン向けのものには､ .book 形
式と XMDF 形式がある｡ .book 形式に対応
するビューアはボイジャー社製のＴ-Time
5.5 であり､ XMDF 形式に対応するビュー
アはシャープ社製のブンコビューアである｡
次に､ iPhone/iPod touch, iPad向けには､





















































































電通総研 (2011) によると､ 2009 年度で
電子書籍の購入率の高いデバイスは､ スマー
トフォン (7.5％)､ 携帯電話パソコン併用
(3.3％)､ 携帯電話 (2.9％) である｡ 2010 年
度で購入した電子書籍のジャンルで多いのは､
購入したパソコン用電子書籍のジャンルでは
コミック (62.9％) が多く､ 購入した携帯電
話用電子書籍のジャンルではコミック(57.7
％)が多い｡ 電子書籍への 1 ヶ月間の支出金
額については､ ｢400 円未満まで｣ が 57.6％
を占めており､ その内訳は､ ｢200 円未満｣
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が 30.5％､ ｢200～300 円未満｣ が 8.5％､
｢300～400 円未満｣ が 18.6％となっている(16)｡
また､ 日本経済新聞社の電子書籍の利用意
向に関するアンケート調査結果によると､ 電
子書籍を ｢読むつもり｣ が 19.2％､ ｢すでに
読んでいる｣ が 7.0％となっている｡ そして､
利用者が考える電子書籍の価格水準について
は､ 文庫本の電子書籍の価格は 315 円以下と
いう回答が 68.9％､ 雑誌の電子書籍の価格









また､ 電通総研 (2011) によると､ 我が国
の電子書籍市場の規模は 2009 年度で 574 億
円となっているが､ 携帯電話向けがそのうち
の 513 億円を占めている(18)｡ 経済産業省商務
情報政策局監修・デジタルコンテンツ協会























































































第 1に､ 即座に製品 (ソフトウェアやデジ
タルコンテンツのこと) が入手できることで







































































































社 (2010) は､ 電子書籍配信ビジネスが儲か
らない 6つの理由として､ 次のようなことを
挙げている(29)｡

















































































































































































































と｡ 『朝日新聞』 の 2010 年 11 月 26 日付け記
事と 2011 年 1 月 12 日付け記事､ 『日本経済新
聞』 2010 年 11 月 30 日付け記事､ 『日経MJ』






マブック)について』 (2005 年 2 月 2 日) とい
う PDF ファイルの文書による｡ このΣBook
(シグマブック) については､ 『日本経済新聞』
2003 年 4 月 22 日付け記事を参照のこと｡
 リブリエについては､ 『日本経済新聞』 2004
年 3 月 25 日付け記事を参照のこと｡
 電子コミックやケータイ小説が本格的に配信
開始された頃からの動向については､ 『朝日新
聞』 2006 年 5 月 20 日付け記事､ 『日本経済新
聞』 の 2006 年 5 月 5 日付け記事､ 2006 年 9
月 27日付け記事と2011年 6月 23日付け記事､
『日本経済新聞』 (夕刊) 2006 年 1 月 23 日付
け記事､ 『日経MJ』 2008 年 7 月 25 日付け記
事を参照のこと｡




と｡ 『朝日新聞』 の 2010 年 11 月 26 日付け記
事と 2011 年 1 月 12 日付け記事､ 『日本経済新
聞』 2010 年 11 月 30 日付け記事､ 『日経MJ』
2010 年 12 月 12 日付け記事である｡
また､ 日本電子書籍出版社協会の設立に




また､ シャープの ｢株式会社 TSUTAYA
GALAPAGOS がシャープの子会社に｣ とい









ついては､ 『日本経済新聞』 2011 年 10 月 20
日付け記事を参照のこと｡
 『eBook ジャーナル』 Vol. 01､ 毎日コミュニ







年 10 月 27 日付け記事を参照のこと｡
 経済産業省商務情報政策局監修・デジタル




 こうした点については､ 『eBook ジャーナル』
Vol. 01､ 毎日コミュニケーションズ､ 2010
年 11 月 22 日､ 52～53 ページを参照のこと｡
 電通総研 (2011)､ 63 ページ｡
 『日本経済新聞』 2010 年 12 月 14 日付け記事
による｡
 電通総研 (2011)､ 62 ページ｡
 経済産業省商務情報政策局監修・デジタル
コンテンツ協会編 (2011)､ 146 ページ｡
 同上､ 146 ページ｡
 Amor (2000), pp. 248-249.
	 こうしたケータイ小説の配信サービスについ
ては､ 『日経 MJ』 2011 年 10 月 24 日付け記
事を参照のこと｡

 こうした問題については､ 『朝日新聞』 2010
年 12 月 1 日付け記事を参照のこと｡
 この書籍の著作権処理の問題については､ 『宣
伝会議』 2010 年 11 月 15 日号､ 宣伝会議､ 69
ページを参照のこと｡
 こうした点については､ 『eBook ジャーナル』
Vol. 01､ 毎日コミュニケーションズ､ 2010
年 11 月 22 日､ 74～75 ページを参照のこと｡
 野辺名 (2000)､ 146 ページ｡
 同上､ 143～147 ページ｡
 宝島社 (2010)､ 40～41 ページ｡
 同上､ 52～55 ページ｡
 同上､ 33 ページ｡
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